
こ
こ
が
見
ど
こ
ろ

★
④
円
通
院

境
内
に
は
秋
元
家
家
臣
の
墓
、
芭
蕉
の

句
碑
が
あ
り
ま
す
。

文
化
財

〇
円
通
院
の
梵
鐘
（
市
有
形
文
化
財
）

家
老
の
高
山
甚
五
兵
衛
朝
繁
に
よ
っ
て

貞
享
3
年
（
1
6
8
6
）
に
寄
進
さ
れ
た
も

の
で
す
。

○
元
坂
の
石
橋
（
市
有
形
文
化
財
）

★
⑦
長
安
寺

こ
こ
は
も
と
も
と
郡
内
領
主
小
山
田
氏

の
別
荘
地
た
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財

○
長
安
寺
本
堂

（
県
有
形
文
化
財
）

享
保
1
0
年
（
1
7

2
5
）
に
建
立
さ

れ
、
市
内
最
大
級

の
本
堂
で
す
。

○
長
安
寺
の
茶
壷

（
市
有
形
文
化
財
）

徳
川
家
康
よ
り
拝

領
し
た
と
さ
れ
る
、
常
滑
焼
の
壷
で
す
。

★
③
東
漸
寺

境
内
に
は
、
芭
蕉
の
弟
子
で
あ
る
高
山

伝
右
衛
門
繁
文
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

文
化
財

○
高
山
家
の
墓
（
市
史
跡
）

谷
村
藩
主
秋
元
家
に
仕
え
た
高
山
一
族

の
墓
石
が
あ
り
ま
す
。

★
②
専
念
寺

文
化
財

○
森
島
共
進
の
墓
（
市
史
跡
）

「
甲
斐
国
志
」
都
留
郡
の
部
編
さ
ん
者
と

し
て
有
名
な
森
島
共
進
で
す
が
「
朋
来

園
」
と
い
う
私
塾
を
開
い
て
弟
子
の
教
育

に
も
努
め
ま
し
た
。

★
⑨
金
山
神
社

近
く
の
鍛
冶
屋
坂
に
は
そ
の
地
名
が
示

す
と
お
り
、
昔
、
鍛
冶
師
の
集
団
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
鍛
冶
師
た
ち
の

信
仰
を
集
め
た
神
社
で
す
。

文
化
財

○
金
山
神
社
の
神
輿
（
市
有
形
文
化
財
）

伊
豆
の
名
工
小
澤
流
の
福
田
俊
秀
の
手

に
よ
る
彫
刻
が
見
事
で
す
。

★
⑩
曽
門
寺

源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
な
っ
た
翌
年

建
久
4
年
（
1
1
9
3
）
に
「
富
士
の
巻
狩
り
」

を
行
っ
た
際
に
武
家
の
嗣
堂
を
建
て
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
巻
狩
り
　
大
勢
で
か
こ
い
を
せ
ば
め
な

が
ら
獲
物
を
狩
る
、
軍
事
訓
練
の
性
質

を
合
わ
せ
持
っ
た
大
規
模
な
狩
猟
の
こ

と
。
「
富
士
の
巻
狩
り
」
は
征
夷
大
将
軍

に
な
っ
た
頼
朝
が
そ
の
実
力
を
世
に
示

す
政
治
的
な
示
威
行
動
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

文
化
財

○
雨
宮
六
園
の
墓
（
市
史
跡
）

六
園
は
谷
村
興
譲
館
の
教
授
で
、
経
義

に
通
じ
、
詩
文
を
よ
く
し
、
名
声
が
高

か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
谷
村
興
譲
館
　
天
保
1
3
年
（
1
8
4

2
）
に
代
官
佐
々
木
造
太
郎
が
民
間
有

志
と
協
力
し
て
、
一
般
庶
民
教
化
の

た
め
に
谷
村
陣
屋
内
に
教
諭
所
を
設

立
し
た
。
郡
内
教
育
振
興
に
尽
く
し

た
功
嬢
は
大
き
い
。
明
治
4
年
に
公

立
小
学
校
と
あ
っ
た
。
谷
村
第
一
小

学
校
の
前
身
。

※
経
義
　
中
国
古
代
の
知
識
や
人
格
に

す
ぐ
れ
た
人
物
の
教
え
を
述
べ
た
書

物
の
内
容
や
意
味
、
道
理
の
こ
と
。

ミ
ス
テ
リ
ー
ゾ
ー
ン
？

★
①
西
濃
寺
の
泣
き
椿

ぎ
し
ゆ
う
い
な
り
∴
∴
∴
ま
つ

西
涼
寺
の
儀
秀
稲
荷
を
祀
る
た
め
、
寺
に

あ
っ
た
棒
を
建
造
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
寺
の
和
尚
は
こ
の
棒
に
も
命
が
あ
る
も

の
と
し
て
供
養
の
お
経
を
呼
ん
だ
と
こ
ろ
、

美
し
い
女
が
現
れ
て
、
泣
き
な
が
ら
「
こ
の
木

を
伐
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
キ
ッ
ネ

の
姿
に
な
り
、
草
む
ら
に
消
え
て
行
っ
た
。

和
尚
は
そ
の
不
思
議
な
出
来
事
を
村
人
に
話

し
、
樺
を
伐
る
こ
と
を
取
り
止
め
た
。
そ
の

後
不
思
議
な
こ
と
に
、
ど
ん
な
に
晴
天
が
続

い
て
も
、
こ
の
棒
の
下
は
湿
っ
て
お
り
、
木

か
ら
雫
が
落
ち
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
村

人
は
命
を
救
わ
れ
た
棒
が
感
謝
し
て
泣
い
て

い
る
に
違
い
な
い
と
い
い
、
こ
の
棒
を
「
泣
き

谷
村
地
区
に
様
々
な
民
話
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
⑦
長
安
寺
の
一
つ
目
入
道

「
若
狭
の
市
」
と
い
う
座
頭
按
摩
が
少
年
時

代
に
長
安
寺
の
大
門
前
を
通
る
と
、
一
つ
目

入
道
が
出
て
来
て
驚
か
せ
た
。
し
か
し
、
盲

棒
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

★
④
義
太
夫
狐
＼

横
町
の
若
い
衆
が
義
太
夫

の
稽
古
の
帰
り
に
女
に
出
会

っ
た
。
そ
の
女
は
「
自
宅
へ
来

て
『
葛
が
原
の
子
別
れ
』
を
語
．
輸

宣
誓
幾
許
等

目
で
あ
る
た
め
、

全
く
驚
か
な
い
。

入
道
は
こ
の
大
胆

な
少
年
に
あ
き
れ

て
「
俺
は
長
安
寺

の
一
つ
目
だ
ぞ
」
と
言
っ
た
が
、
若
狭
の
市
は

「
俺
は
一
つ
も
な
い
ぞ
」
と
言
い
な
が
ら
杖
を

振
り
回
し
追
い
払
っ
た
。

′　、

は
承
知
し
て
女
の
後
か
ら
そ
の
家
に
入
っ
た
。

座
敷
は
2
0
畳
敷
き
の
立
派
な
も
の
で
一
同
に

揃
い
の
浴
衣
が
出
さ
れ
、
田
舎
と
し
て
は
豪

勢
な
も
て
な
し
を
受
け
た
。
そ
の
後
『
葛
が
原

の
子
別
れ
』
を
語
っ
た
。
翌
朝
目
を
覚
ま
す
と

そ
こ
は
カ
ン
カ
ン
山
（
円
通
院
の
裏
山
）
の
頂

き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に

浴
衣
も
お
膳
も
夕
べ
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、
あ

の
女
は
キ
ッ
ネ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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